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Blitz-Weinhard Brewingは、汎用の PC、PLCと 
InTouch MMIで独自の DCSシステムを構築 

 
オ レ ゴ ン 州 Portland －

Blitz-Weinhard Brewing Co.はビール
製造を確実に行うために DCS
（distributed control system）を導入
したいと考えていました。しかし、
導入にはコストが高くつき、システ
ムの寿命年内で投資が回収できると
は思えませんでした。管理部門は 3
年で旧くなるようなシステムに 100
万ドル以上の投資をすることはでき
なかったのです。 

Blitz-Weinhard 社は汎用のマイク
ロコンピュータ、PLC、ネットワー
ク用ハードウェア InTouch を利用す
ることで、このジレンマを解消しま
した。この DCS は多くのカスタム
DCSソリューション以上の機能を備
えている上、コストは一般の DCS設
備の 4分の 1しかかからないのです。
システムインテグレータの MCS 
Technology Inc. （ オ レ ゴ ン 州
Beaverton ） が 開 発 し 、 Cacade 
Controls Northwest（Portland）がサ
ポートを行うこのシステムは、監視
制御の為のプロセス画像、リアルタ
イムおよび履歴トレンド、バッチレ
シピ管理、グローバルアラーム、ア
ラームサマリ、履歴アラーム、そし
て管理レポートといった豊富な機能
を含み、Microsoft Windowsベースの
Wonderware InTouch MMIを使用し
て Intel 486クラスの PC上で動作し
ています。 
 G. Heileman社出資の Blitz- 
Weinhard醸造所は Portlandにあり、
年間 3億 6千リットルを製造できる
能力があります。ここでは多種のビ
ール－Henry Weinhard の全種類の
ビールとエール、Mickey’s、Colt45
モルトリキュール、Kingsburyノンア 
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オペレータは工場現場から離れること
なく、全ての生産業務を MMI で監視
調整することができます。
コールビール、そしてその他のブ
ンドを含む－を製造しなくてはな
ません。製造は 4 つの主要業務エ
ア－醸造室、発酵、仕上げ貯蔵室、
詰め－に分かれています。この新
いシステムはまず樽詰めする前に
ールの不純物を除去し濾過する仕
げ業務に使用されています。 
醸造された製品は貯蔵タンクから
母を浄化する遠心分離機を通り、
母を完全に除去するフィルターに
ばれます。次にポリッシュフィル
ーで残った酵母を除去し、ビール
適正なアルコール率にブレンドし
す。そして樽詰めを待つ仕上げタ
クに運ばれます。 



「これら全ての動作が特別なラダー
ロジックプログラムを走らせる PLC で制
御されていますが、この新しい MMIネットワ
ークは監視・データ収集、そしてこれらのプロ
グラムとの通信をより容易に行える機能を持っ
ています。」プラントエンジニア Rick Ginter氏
は「以前別の MMIプログラムをいくつか使用し
てみましたが、それらの制御プログラムは当社
の PLCロジックと統合が難しかった上、継続的
なシステムの拡張の為に私達が求めていたオー
プンアーキテクチャと使い易さも備えていませ
んでした。」と語りました。 
 このネットワークには現在Modicon 984およ
び 584 PLC に接続した 4 台の PC があり、
Modbusと Modbus+データハイウェイを通して 
通信を行っています。このうち 2台は 486/50 
マシンで、それぞれ 8MB のメインメモリと
200MBのハードディスクを装備しています。そ
の他の 1 台は Ginter の開
発システムで、もう 1台は
制御室のメンテナンスユ
ーティリティの監視コン
ピュータとして使用して
います。これらの 2台はタ
ッ チ ス ク リ ー ン 付 の
486/33 PCで、オペレータ
制御パネルとして使用し
ています。これらのマシン
は各々8MB のメインメモリ、120MB のハード
ディスクを備えています。他の 2 台のノードは
ファイルサーバステーションです。1 台のファ
イルサーバはプロセス制御、履歴データ、アラ
ームデータとアプリケーションソフトに使用さ
れています。もう 1 台はシステムのバックアッ
プに使用しています。システム全体はウィスコ
ンシン州の本社にある T-1 リンクを含む
Blitz-Weinhard 社のネットワークに接続されて
います。 
「マシンは各々3Com イーサネットカードを装
備し、LANman NetBIOSを動作させています。」
「私の開発用ワークステーションは Modicon 
SA85ネットワークカード、そして制御用ワーク
ステーションノードには 2つの SA85カードが
あり、Graysoft PLC プログラミングソフトで
DOS画面を呼び出し、PLCからのリアルタイム
データと作業を同時に監視できる多機能カード
としても使用します。これにより、ユーザの衝

突やシステムの弊害なしにどのエンジニ
アリングステーションのデータベースも使
用することができます。」と Ginter氏は語る。 
 「さらにこの設備はリアルタイム作業を行い、
実際の結果を見ながら、開発作業を行う事がで
きます。それは Graysoft PLCロジックを呼び出
したり、それを DOS画面上で監視できるだけで
な く 、 WindowMaker （ 開 発 ソ フ ト ） と
WindowViewer（ランタイムソフト）を簡単に切
り替える事ができるからです。」と Ginter 氏は
説明しました。「PLC ロジックに変更が加えら
れると、Windowsの Cardfileユーティリティを
使用して MMI（InTouch）の動作やデータベース
が非常に簡単に調整されます。作業が終わる毎
に新規のカードを開くだけで、システム上に加
えられたあらゆる変更を、システム上のどのノ
ードからでも見ることができます。」 
 仕上げ貯蔵室の業務は、システムデータベー
スの約 1,000 のタグ変数で構成されています。

Ginter 氏 と MCS 
Technology のオートメー
ションコンサルタントの
Rod Parry氏は合計 80のオ
ペレータ画面を開発しまし
た。この画面は全てのプロ
セス業務、レシピ、リアル
タイムトレンド、履歴トレ
ンド、そしてアラームのサ
マリを提供します。ズーム

画面は複数のアラーム画面、除去機、プレフィ
ルター、ポリッシュフィルター、サージタンク、
ブレンド、添加物、酵母ポンプ、Graysoft PLC
ロジック、タンク清浄作業および報告書作成を
含む各サブシステムを詳細に表示します。 
 
 OIグラシックは工場現場の実際の機器および
工程フローのイメージを表示するので、オペレ
ータは生産環境の全ての局面と通信することが
でき、管理者には生産の再検討や計画に必要な
全ての詳細なデータが提供されます。InTouch
は低コストで設置、開発できる上に、様々な方
法で工程を表示する柔軟性があるのです。 
 仕上げ貯蔵室のアプリケーションの画面設計
はシステム全体の開発の一環として Parry 氏が
行いました。三次元画面に近い二次元画面のオ
ブジェクトでサージタンク、フィルター槽、ポ
ンプ等のイメージを強調表示します。また、 

このシステムの素晴らしい特長は

Blitz-Weinhard のスタッフが 

ネットワーク上で DDE リンクを 

構築でき、アプリケーションの 

汎用性が向上することです。 



機器の特定の部品の写真がシステムに取
り込まれ、オペレータが現在の状況を見たい
場合はその情報が画面ウィンドウ上に写真で表
示され、非常に実物に近い工場のサマリをオペ
レータに提供します。 
 このシステムの主な特長は NetDDEの使用に
よって Blitz-Weinhard のスタッフがネットワー
ク上に直感的に DDEリンクを作成でき、アプリ
ケーションの汎用性を高めることができる点で
す。 
 「他の LAN 装置や社内の LAN 装置、そして
社内の WAN とも接続性がある事は非常に重要
です。」と Ginter氏は強調する。 
 「全ての履歴ファイル、アラームログファイ
ル、アプリケーションと開発ソフトが、サーバ
が故障した場合に使用するバックアップサーバ
と共に主要ファイルサーバ
に保存されています。さら
に、本社では T-1 ネットワ
ークを介して 24 時間毎に
システムのバックアップを
取っています。もし何か故
障が起こった場合は、
InTouch のマシンのいずれ
かを使用してローカルグル
ープ上で動作させることが
できます。全ての InTouch
マシンには同じソフトのコ
ピーがあるからです。ただ
一つ解決していないのは、
ネットワークケーブルの問
題です。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

円滑な操業、円滑な醸造 
仕上げ貯蔵室の機器の実際の動作は PLC
ロジックで制御されていますが、強化された 
監視制御機能は Blitz-Weinhard のオペレータ
が製品品質をより正確に制御するのに役立ち、
これは有名なブランドの複数種のビールやエ
ールを製造する時にも非常に役立ちます。 
 「私達にとって非常に重要な問題は醸造技
術者すなわち工場の技術者がプロセス制御を
改善できるかどうかです。」 
 「私達は微調整を行うためにプログラムに
アクセスしなくてはならないのですが、
InTouchウィンドウと PLCロジックを動作さ
せる機能によってこれらの改善を行ったり、
変更の結果をすぐに見たりすることができま
す。私達は任意の変数を見て、それを変更し、

調整し、価をリセットす
る等の全てを行えます。
私達はこの機能を非常
に広範囲に渡って使用
しています。」 
 PID Overview 画面に
より、オペレータは、ビ
ールが貯蔵タンクから
サージタンクや除去機
に注がれ、二次サージタ
ンクから一次フィルタ
ーを通ってポリッシュ
フィルターに渡される
までの流れを効果的に
ビジュアル化すること

ができます。画面のボタンに触れると、より
詳細な画面が表示され、サージタンク、除去
機やフィルターの実際の状況を見ることがで
きます。別のボタンを押すと、醸造後のビー
ル最終解析を監視できるトレンド画面をズー
ムして、二酸化炭素レベル、詳細な重量、屈
折率、色、濁り、pH、そして溶存酸素レベル
のリアルタイムトレンドを見ることができま
す。オペレータは画面の上のボタンを押すだ
けでよいのです。」もう工程管理、統計やデー
タ報告書の準備の為に工場現場を離れる必要
はなくなりました。 
 「私達は多数の製品をシステムの登録して
おり、オペレータは任意の製品の設定を呼び 



出すだけで、その製品が完成するまでを監
視でき、濾過される際に、その製品の平均目
標とその品質が許容範囲内であるかを確認する
ことができます。」Ginter 氏は語る。「品質画面
のテンプレートは製品の設定値と照合するため、
各製品に合わせて自動的に切り替わります。」   

「同じ情報が統計的工程制御解析のために

保存されるので、Blitz-Weinhard のエンジニア
はプロセスを改善することができます。」Parry
氏は付け加えました。「たとえば、ある特定の製

品の精密な制御が利益につながるかどうか判断

することができ、またその結果の正確さを信頼

できることが判っています。PLCロジックやリ
アルタイムのパラメータを並んだ画面上で見ら

れるので、最大 10までの独立したループの変更
によって工程がどう変化したかを見る事ができ

ます。このように変更による直接の効果を見ら

れるので、蒸留処理で継続して制御を行う時、

非常に役立ちます。」 

「また、私達はこのインターフェースを画面

から画面へと移動するオペレータを支援する様

に設計しました。」Parry氏は話しました。 

「このシステムはオペレータが選択した画

面を順番に全て記憶しているので、どの段階で

も自動的に再追跡することができ、また HOME
キーを押して PID 概観画面に戻る事もできま
す。」 

Blitz-Weinhard システム上での手動制
御は、制御室のパネルのわずかな一部ｎ

い限られています。それはシステム全体の起

動／停止、遠心機やフィルターのオン／オフ

ライン選択、フィルターの排出周期などです。

「醸造業界では、オペレータの介在なしにこ

れほど多くの制御を行うのは珍しい事です。」

Ginter 氏は語りました。私達の作業は全て
PCLで制御され、全てがあらかじめ醸造責任
者と工場の技術者によって設定、調整されて

います。オペレータは何が起こっているか監

視するだけでよいのです。非常に優れた監視

記録があるので、データベース情報や書類も

優れたもので、樽詰される製品が一定した品

質であることが確認できます。 

 「これは 1856 年からアメリカ第一位のビ
ール製造で名高い当社にとって大切なことで、

創業者の Henry Weinhard も誇りに思うこと
でしょう。」
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